


ふれあい・いきいきサロンってなに？

地域のみんなが気軽に集って、楽しい

地域住民が気軽に集まり、いっしょになって

活動内容を決め、ふれあいを通じて、「仲間づく

り」、「生きがいづくり」、「健康づくり」、「支えあ

い」の輪を広げる活動です。



ふれあい・いきいきサロンの効果

①孤立・閉じこもりの

防止

②仲間づくりの場

③生きがい・自己実現

が図れる

④生活に役立つ情報

提供・交換の場

①異世代交流・地域

交流の拠点

②生活上の心配ごと・

困りごとの発見・把

握の場

③地域の福祉力が高

まる



「健康づくり」で注目される身近な通いの場

ふれあい・いきいきサロン

① からだ・こころ・地域の健康づくりにつながる

② 仲間といっしょに、気軽に楽しい健康づくりが

できる

③ 個人の健康だけではなく、地域全体が元気

になる

健康づくりに大切なのは「仲間」！



市内にはどんなサロンがあるの？

「気軽に」「楽しく」「みんなでいっしょに」をキーワード
に、市内には、令和元年9月末時点で1,895か所の

サロンがあり、いろいろな活動が行われています。

共生型 高齢者 障がい者 子育て 合計

446 1,025 19 405 1,895

高齢者サロン等1,471



15年

10月

17年

3月

18年

3月

19年

3月

19年

12月

20年

12月

21年

12月

22年

12月

23年

12月

24年

12月

25年

12月

26年

12月

27年

12月

28年

3月

29年

3月

30年

3月

31年

3月

子育て 49 118 191 224 252 266 308 323 334 351 373 394 383 388 408 409 411

障がい 6 6 6 6 6 7 7 8 8 7 8 9 13 13 14 13 17

高齢 45 65 87 131 152 160 182 235 267 280 315 390 506 539 759 863 984

共生 0 0 18 30 31 43 52 68 88 107 127 147 193 207 289 390 428
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ふれあい・いきいきサロン設置数推移（社協調べ）平成31年度末現在



ふれあい・いきいきサロン区別設置数（社協調べ）
令和元年9月末現在

共生型 高齢者 障がい者 子育て 合計

千種 24 46 2 20 92

東 26 31 1 18 76

北 34 76 2 29 141

西 16 86 0 27 129

中村 20 89 0 29 138

中 14 41 1 15 71

昭和 12 53 0 26 91

瑞穂 36 25 1 15 77

熱田 28 34 1 13 76

中川 37 86 1 30 154

港 27 93 1 28 149

南 45 64 0 35 144

守山 35 76 1 26 138

緑 47 119 3 40 209

名東 3 80 1 30 114

天白 42 26 4 24 96

計 446 1,025 19 405 1,895

詳しくは、NAGOYAかいごネットで、事業所検索



≪開催頻度≫

≪実施団体≫

（平成31年3月末）



≪頻度の高いプログラム＆特に喜ばれているプログラム≫

（平成30年度高齢者・共生型サロン実態把握調査報告書より）

順位 項目

割合

頻度の高い 喜ばれている

１ お茶とおしゃべり ７９％ ６２％

２ 健康体操やレクリエーションスポーツ ５３％ ４１％

３ 音楽活動（歌唱や楽器演奏） ３７％ ３０％

４ 創作活動（手芸等） ３３％ ２４％

５ 脳トレーニング ２８％ １３％



順位
女性（752名） 男性（156名）

項目 割合 項目 割合

１ 健康体操 ６７％ 健康体操 ４６％

２ お茶とおしゃべり ５１％ お茶とおしゃべり ３９％

３ 脳トレ ４２％ 囲碁・将棋・麻雀 ３８％

４ 健康講話 ３８％ 健康講話 ３５％

５ 音楽活動 ３６％ 脳トレ ３１％

≪充実すべきプログラム 男女別≫

（平成30年度高齢者・共生型サロン実態把握調査報告書より）

※ 男性は、3位が囲碁・将棋・麻雀３８％だが女性１０％、「創作活動（手芸など）」は女性２
９％だが男性９％と男女の差が大きい



≪サロンの一層の発展のために必要だと思うこと≫

（平成30年度高齢者・共生型サロン実態把握調査報告書より）

順位 項目 割合

１ サロン活動の周知 ７１％

5割以上
のサロン

２ 新たな担い手の確保 ６５％

３ 継続的な運営助成・補助 ６０％

４ 男性の参加者増 ５２％

５ 参加対象世代の拡大 ３７％

3割以上
のサロン

６ サロンでの見守りや助け合いの活動 ３２％

７ 社会福祉施設との連携 ３２％

８ 他のサロンとの交流・情報交換 ３２％











子ども食堂

食を通じた、子どもたちを中心においた、地域の交流拠点

市内56カ所


